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〔l〕 秋田県衛生科学研究所の機構

何あらねばたらたいかという問題である。秋田県衛生科学研究所の由来たらびに機構につ

いては当衛研所報に年毎報告してきた訳であるが

昭和 39年 4月以降，機構に多少の変革があった。

すなわち，県民の福祉に密着した衛生科学を特に

採り上げたことであって，所名も全国並みに衛生

研究所ではた＜，「科学」の 2字をとつて「衛生

科学研究所」とたった以外に，従来の 4科に「成

人病科」と「母子衛生科」の 2科を加え，食品衛

生関係．環境衛生関係のものを明確にして， 1課

（総務課）と 6科とになった。そして 1課 6科は

それぞれ機能を尽し，実績を挙げて来たのである

もちろん今日まで成人病科の業務は，成人病とい

つても専ら高血圧症の集団検診と脳卒中症の調査

に終始したが，科長（医師）欠員，技師 2名だけ

である今日，輝かしい業績は期待できたいことで

ある。

が，今後更に機構の上に変改が起らたいとも限ら

たい。その一つは公害問題で，これに随伴する広

い意味の職業病である。その二は，昭和 44年秋

田県においては脳血菅研究所が発足して事務開始

したことによつて，当研究所成人病科の業務が如

次に衛生研究所法の制定問題である。現在はも

ちろんこのような法律はたい訳であるが，それを

制定されるよう努力すべきか否かの問題である。

瞥い制定されてもそれが国民の衛生生活に福祉を

もたらさたいものであったら何ら役立たたいので

ある。問題はいろいろあるが，一言以ていえば，

県民の幸福は県民の努力たしに克ち得られるもの

ではたいということである。

〔II〕 現職員並びに業務分担表

現職員並びに業務分担表

（昭和 43年 12月 31日現在）

課 科 別 職 名 氏 名 当所発令 業 務 内 容

昭和
所 長 児玉栄~ 2!1 6.25 

総 務 課 課 長 花岡泰順 4 :lo 5. 1 

” 王 事 梅沢信之輔 40. 4. 1 疇一般

” ” 伊沢国子 43. 4. 1 物員取扱員オ入事務
” ” 佐藤ァ イ 4 l 4. 1 現金取扱員，諸統計庶務，オ入事務
” 技能員 佐藤恒明 39.IL I 機械室等の技術に関すること
” 作業員 山田運治郎 36.ll 1 文書送達，雑務
” ” 伊藤秋悦 36. &28 動物飼育，雑務細菌病理課 科 長 欠

” 技 師 小林運蔵 4 L 4. 1 日本脳炎涜行予測抗酸菌試験，ポッIJヌス菌

” ” 庄司 キ ク 1!110. 1 梅毒血清反応検査II ” 茂木武雄 2 a 5.20 腸内細菌及び一般細菌検査
” ” 金 鉄三郎 39. 4. 1 食中毒検査，実験動物菅理

” ” 坂本昭男 2 L 10. 1 ウイルス試験，電子顕微鏡管理理化学検査科 科 長 斎藤 ミ キ 2 L 2.2 8 

” 技 師芳賀義昭i39. 6.201薬品試験，食品試験
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師

長
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長

非常動嘱

高山和子 !25.'Z10 水質検査，放射能調査
勝又貞一 14:!. 6.lo 温泉分析，放射能調査

欠

今野 宏 8 a 1 1 動脈硬化の生化学的研究，集団検査

船木章悦 3 9.'l l 高血圧者の臨床検査，集団検診

伊藤玲子 3 9. 4,. 1 

小野山直子 3 9.'Z 1 母子衛生に関する調査

菅生倫子 43.10. 1 ” 菊地亮也 4 l 4. 1 

宍戸 勇 32. 4.10 食品栄養試験，研先

所長事務取扱

船木忠一 39. &20 公害等環境衛生の試験

須藤恒久 8 a a 20 （本務県立中央病浣中央検査部微生物検査

科長）

園部寿昭 39. 4. 1 （本務秋田経済大学助教授）

〔皿〕 昭和 43年度予算決算額調

昭和 4 3 年度予算決算額調

歳 入 歳 出

科 目 決算頷 科 目 内 訳 予算額 決算頷

Pl 
． 

Pl 

使用料及手数料 991,785 総 務 費 4,000 予算頷と同頷

諸 収 入 842,158 企画総務貨 需 用 費 4,000 

衛 生 費 42,242,499 

公衆衛生総務貨 旅 費 11.724 

予 防 費 旅 費 23,308 

需 用 費 209,958 

衛生科学研先所費 報 酬 180,000 

給 料 18,501,891 

職員手当 10,700,461 

共 済 費 2,124,101 

賃 金 203,400 

報 償 貨 3'4000 

旅 費 1,090,416 

需 要 費 &390.416 

役 務 費 275,000 

委 託 料 335,000 

使用料及賃借料 12&000 

備品贈入製 2,0 3 a o o o 

土 木 嚢 2 Q O O 0 

河川総務貨 需 用 費 20,000 

＾ ロ

計 1,833,943 ＾ ロ

計 42,266,499 
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〔N〕 業 務 内 容

秋田県衛生科学研究所における業務の内容は本

所機構の項で述ぺたところであって， 1課（総務）

6科から成り立つている。 6科のうち成人病科と

母子衛生科とは他県の衛生研究所にみられたいも

ので，従つて当所の特色ともたつている。調査研

充を要すぺきことは山積しているが，今後特にカ

を注がたければたらたい事項は環境衛生とウイ IV

ス部門である。この部門のもつ内容は広大であり，

全所員を動員しても足りたいだろう。次に下績み

であるが重大たものは成人病と母子衛生である。

この二つは 1年， 2年の歳月では目的を達成する

ことが困難で， 5年， 10年という歳月と，気力

並びに忍耐が必要である。即効を望むことは現代

人の情であろうが，バベルの塔は一日にして建つ

ものではたいことを県民の皆様に理解して欲しい

と同時に声援をお願いしたいのである。

(l)総務課の業務内容

1 職員，その他及び公印の管守に関すること。

2 人専，予算に関すること。

3 衛生科学研究所の運営，事業の企画たらび

に業務の連絡調整に関すること。

4 文書の収受および発送手続ならびに保管に

関すること。

5 物品の賂入及び修繕等の手続ぎに関するこ

と。

6 検体の受付並びに手数料の取扱い，および

整理に関すること。

7 諸統計の調壷報告に関すること。

8 庁舎の維持菅理および防災に関すること。

9 その他各科の業務に属しない事項だど。

(21 細菌病理科の業務内容

l 法定伝染病およびその他の各種伝染病の細

菌学的試験検査および研究に関すること。

2 疇性食中毒の起因に関する細菌学的検査

並びに研究に関すること。

3 結核菌，その他の抗酸性菌の試験検査及び

研究に関すること。

4. 井戸水，水道水，河川水，その他水，氷菓

子，雪などの細菌学的検査に関すること。

5 一般食品＇，乳製品，清涼飲料永等の細菌学

的検査に関すること。

6. 梅毒血清反応，ワイJレフエリックス反応，

寒冷凝集反応，その他の血清反応並びに血液

型の試験検査及び研究に関すること。

7. ウィルス，リケッチア，ファージ等の試験

検査および電子顕微鏡による試験検査に関す

ること。

＆ 寄生虫，原虫の試験検査に関すること。

9. 培地作製に関すること。

10. 実験用動物の飼育管理に関すること。

1L 地方病（ポッ l)ヌス菌中毒，肝吸虫病，っ

つが虫病，野兎病）の細菌学的，生物学的検

査研究に関すること。

訟 伝染病の流行予測に関する調査研先

[3l 理化学検査科の業務内容

L 医薬品，化粧品，麻薬，覚せい剤，毒物，

劇薬等の理化学的または薬理学的試験検査に

関すること。

2 医療資材，衛生用品等の試験検査に関する

こと。

a 薬物中毒の埋化学的検査研究に関すること。

4. 食中毒の理化学的薬理学的試験検査並びに

研究に関すること。

5 食品添加物，器具および容器包装の理化学

的試験検査に関すること。

6. 農薬および農薬中毒の理化学的検査に関す

ること。

7. 温泉分析に関すること。

:4) 成人病科の業務内容

1. 成人病，特に高血圧症，脳卒中，動派硬化

症，変性々心疾患，等の疫学的調査並びにそ

の成因，予防を目標とした調査研究に関する

こと。

2 糖尿病，腎疾患等の疫学的調査並びに実験

的研究に関すること。

a 成人病と関連のある環境，栄養，飲食品，
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気候，風土，生活様式，文化などの調査研究

に関すること。 2 

(5l 母子衛生科の業務内容

A 不幸な子供のう またい施策に関する調査

1 周産期死亡の実態

2 未熟児訪問カードの集計

3 妊娠中毒症の出生時への影響

4 精薄ならびに肢体不自由児の実態調査

5 フェニールケトン尿症

6 AB  0式血液型検査と遺伝との関係につ

いての野外調査←

B，妊産婦の実態調査研究

1 妊産婦の貧血と栄養

2 妊娠中毒症たらびに後遺症の実態

c 乳幼児に関する調査研究

1 くる病の実態ならびに予防に関する調査

研究

2 3オ児検診に対する精神発達の調査

3 乳幼児発育の地域差に関する調査研究

4 アンケート方式による母子衛生実態調査

(6l 食品栄養科の業務内容

1 各種食品，各種飲料の栄養価ならびに経時

的変化に関する調査研究

2 食品の保存，殊に越冬食品の保存法に関す

る調査研究

3 食品への添加物，殊に防腐剤，漂白剤等に

関する調査

〔V〕業 務 実

4 不可欠または不可乏アミノ酸に関する調査

研究

5 自然毒（動物，植物）に関する調査研究

．．ム6 山菜，救荒食品に関する調査研先

(7l 環境衛生科の業務内容

1 水（飲料水，井戸水，水道水，天水，河川

水，浴場水，温泉水，工業用水など）の調査

と 大気汚染（降下煤じん，粉じん，亜流酸ガ

ス，硫化水素，一酸化炭素などの有害ガス，

自動車の排気ガス）に関する調査

3 悪臭（工場，化製場，畜舎鶏舎たど）に関

する調査研究

4 騒音に関する調査

5 汚物処理（ごみ処理，し尿処理）下水処理

に関する調査並びに浄化槽の機能検査

6 住宅，ピIレ，集会場たどの環境衛生（通気

滉度，採光照明，空気の汚染度，疲労度など

）に関する調査

7 被服（含気，圧縮，通気，輻射熱の吸収お

よび透過吸混，燃焼，物理化学的抵抗たど）

の試験

8 有害衛生動物（そ族，昆虫たど）の生態調

査並びに駆除法に関する調査研究

9 農薬被害の襲査並びに防除に関する研究

10, 放射性降下物による汚染調査並びに防除に

関する研先

績

(A) 細菌病理科の業務実績 (1)
a 伝錮．食中毒ぉよびそ頓の検体検査実績

表l 細菌検査実績 （昭和 43年 1月～ 12月）

ご I I III N V VI VN 

＂ 
IX X XI 淵 計

ウイダー后／V斥 1 1 1 3 

赤 痢 菌
51 13 64 

サルモネラ
49 18 62 

シ`フテリア菌
2 2 

溶 連 菌
3 3 
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赤痢菌々型
22 1 3 1 10 14 5 i | 
eの 0) 

゜
0.) e) d.4) (41) 

赤痢菌薬斉Il耐件
212 212 

溶トヲ連ッ菌滋の悉パ件ッ
114 114 

チフス菌同定 1 2 8 

゜
a 内

ベヲチフス 1 1 1 3 
B菌同定 d.) 6) ti-) R 

そ の 他
69 30 . 6 75 24 

I 
6 75 6 12 77 6 6 392 

計
73 146 7 175 258 7 75 38 16 80 18 21 909 

船） (l) 

゜
R (4 Q.5) 釦）

註 1) 各項目欄中，上位の数字は検査件数，括孤内は陽性件数を示す。

2) チフス菌 rベラチフス B菌同定欄菌株のフアージ型は次のとおりである。（国立予研

検査）

0チフス菌 秋田市牛島町 女 50才 ， フアージ型 D 2 

仙北郡神岡町 男 54オ ， ” A degraded 
0ベヲチフス B菌

平鹿郡雄物川町 女 45オ
＇ 
ファージ型 1 

雄勝郡雄勝町 女 40オ ， H 1 

北秋田郡上小阿仁村女 57オ ， ” 1 

以上茂木技師記

b 赤痢菌の型別検査実績

表2 昭和 43年 (1月ー 12月），衛生科学研究所保健所及び協会に於て
分離した赤痢菌々型成績

：＼設

衛 秋 能 大 花 本 矢 大 角 横 湯 屈 五 男 寄生虫 計
城 予防 備

研 田 代 癖 綸 荘 島 曲 館 手 沢 巣 目 鹿 協会 （'1,) 

Sh. 16 16 
flexneri 

06 (14. 16) lb 

” 2 

” 2 
(L 77) 2a 

考

” 2 
釦btype不明” 2 

4 (L 77) 

” 7 8 
’ ct; 1 ('Z118) 4a 

fil. 
， 2U 48 

5 85 
(21り（48J 3 (75. 22) 80nneil 

計
， 

36 48 3 2 7 8 11 3 

註．角館，横手，男鹿保健所の菌株数は赤痢集団発生時に分離した赤痢茜て ）内菌株数を含む。

以上茂木技師記
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C 

八 表3

食中毒の細菌学的検査実績

食中毒起因菌の検査および委託品についての細菌学的検査実績

保健
月 検 体 件数

腸炎ピ 葡荷
赤痢菌

サルモ ウエ 薬剤耐 大腸
生菌数

所別 プリオ 球菌 ネ ラ ルが＇ユ菌 性試験 菌群

4 糞 便 29 29 

臥田 食 品 2 2 2 2 

月 菌 株 24 24 ， 食 品 2 2 

団城目
8 
糞 便

13 13 18 1 8 13 13 ， 6 6 

角館 8 糞 信 3 8 3 8 

その他の 乳酸飲科 12 12 12 

飲料水 4 4 4 

季託品 その他 1 1 

ムロ 計 96 53 18 13 15 19 24 16 16 

以上 金 技師記

d
 
Clostridium welchiiおよびVibrio
による食中毒防止に関する調査実績

Par ahaemo 1 yt l cua 

表4 Cl. welchii及びV.parahaemの検査件数

検体の種類 月 別 Cl welchii Vibrぬ戸mhan 備 考

糞 便 Jan 3 85 

海 水 Febr 1 0 0 

土 壌
遂y 380 

実験結果につ
July 2 O U いては研究篇

食 品 Oct 124 7 U に報告

計 l,U 8 9 1 7U 

以上 金 技師記

e 昭和43年度ポツリヌス菌の調査実績

表5

ィ 男鹿半島及び旧八郎潟水域の土攘調査実績（その2-)

検査別

男鹿市湯ノ尻
西方海岸

砂

検体

pH 

測定

6 7~'Z 1 

肝々プイヨン

増菌培養件数

゜(60-c1hr) 
加熱後

30 

実

験

件

数

動＿

6
 

物実
I 

ば抗毒素中和暉

素
(+' 

。

験

E+ru 
"
v
 

束 岸 ”
 

6.4-68 4 0 1 4 ＂
）
 

（マウス） 分離培養結果

B.H.I血ポッ 1l
液寒天ヌス E

詈B 型（＋）
+‘！計

"
u
 。
u
 。
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砂
| 

I 2 I 
， 

船着場
65~6 8 3 U 1 

゜
u 

゜ ゜
' 

男鹿市北浦港

” 6. 6~68 西方海岸
50 1 3 3 1 

゜゜ ゜
1 
＼ 
， 

9船着場 赤土
5. 8~6. 0 5U I U 

゜゜゜゜
V 

， 

”堤防下
砂 6. 2~6. 6 50 20 u 

゜゜゜ ゜
東方海岸 ’ 

6.4~6. 6 5 U 25 

゜
u 

゜
u 

゜
男鹿市船越

’ 63~68 水道東海岸
5 U 3 5 5 1 u （） I 2 

水道東河岸 ” 6. 6~6. 8 2 U 1 8 4 2 u 

゜
1 2 

むつみ橋

” 6. 8 東方海岸
8 U 36 5 5 

゜
u 4 4 

船越海水浴場 ” 6. 4~'Z 2 1 U U 7 1 1 1 4 u u 2 4 

水道西河岸 ” 6. 1~6. 5 50 35 5 

゜
1 1 

゜
u 

(1) (1) 

南秋田勺浜 砂及び
村石 泥土

5. S-6.2 1 U U 48 3 1 

゜
Q 1 4 

大谷地 “ 6. 0 5 0 46 6 1 

゜
2 3 

゜ (2) (21 

山本郡八竜芦町崎
” 6 U~62 50 52 7 

1 1 u 

゜゜ 、(1) (1) 

砂誌5 0 0 
50 ＇ 

T 

計
び
5. 8....:.'l 2 750 436 5 1 15 1 8 1 9 

ll 

゜(4) I 泥土20(
(4) 

-1 

来動物実験はすぺてマウスを用い腹腔内に菌液0.61Iit宛を接種した。
（ ）括孤内の数字は口型無毒株と推定したもの。

表6
「はたはた」飯ずしの実態調査実績

いずし pH測定 細 B 学的検査 B 績
採集 採集地城名 検査件数 ポッ llヌ ポッ llヌ

大腸菌群
陽性率

年月日 （酸度） ス菌 ス菌毒素 佑

叫 L22山本郡八竜町芦崎釜谷 ， 4.6~5. 6 陰 性 陰 性 陰 性 u 

” 能代市浅内，その他 1 u 44̂-5.6 ，， /1 

” ゜・ヽ

l 25 南秋田郡八郎潟町 11 4.2~4.8 “ ” 1 9% 
L 21 井川村 1 0 4.8~5. 6 II 

” 1 1 0<1, 
l 27 琴浜村 I 0 4.2~4.6 “ IT 陰 性

゜L 23 男鹿市船川町 1 U 4.6--5. 4 ’ 
，， 4 4吟

” 船越町 1 U 4. 4---4. 8 ” ” 1 1 0% 

L 21 仙北郡南外村 15 • 4. &--5. 4 ”•,—~ JI 3 2吟

S4aL 17 秋田市土崎，その他 1 9 4.4-5. 6 ’’ “ 3 3 0佑

S442 8 市販品 5 4. 6~6. 6 ” ” 2 4峰

計 IO O 1 5 15，，， 

以上小林技師記
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f 伝染性疾患流行予測事業に伴う検査実績

表 7 日本脳炎流行予測事業
ll1 厚生省委託，と畜場豚のHI抗体調査実績 (5~1U月）

］ 
H I'抗体価

H占塁
2-ME 
感受性

抗有体率保 備 考

<l u l:lu 2U 4U印16り～ 3624UU ~ 215286U U~ 己<Ii) 
X X X X 

10) 
（，，，） 

秋田畜産公社 5. 28 2U 2り 厚生省報告Jfo.1 

” 6. 3 
2(J 2り 2 

” 6 lu 20 2U 3 

” 6. 17 20 20 4 

” 6. 24 20 2U 5 

” 1 2 2(I 加 6 

” て 8 20 、2U 7 

” 'Z 15 20 2U 8 

II 7: 22 a) 2り ， 
” 'Z 29 20 2U - lU 

” 8. 5 211 2U 11 

” 8. 12 2U 20 12 

” & 19 2U 2U 13 

” & 26 2U 19 1 5'1i u伶 14 

” 9. 2 ?(I 19 1 5t1J 1 u uf, 15 

” 
a, 2t1 2U 16 

II 9. 16 2II 2U 17 

” 9. 24 2U 20 18 

” 1(l 1 20 17 2 1 15'1i 1uui 19 

1̀Ota.l 19週 38U 375 1 31 ヽ 1 L3，，， 80'1, 1 9報

注． 2-ME処理血清の HI抗体が未処理血清のそれの1/8倍以上に HI価の下た血清は 2-

ME感受性抗体を有するものと判定され，新感染によるものと推定される。

又， 2-:-ME感受性保有率はHI陽性数に対する比を現す。

表8

・i:ll 県内と畜場別（中央，県南，県北，由利）豚HI抗体調査実線 (5月～ 9月）

三
H I 抗体価 H I 

2-ME 

陽性率 農受性
体保 備 考

2U 8U B2U 墨！ g盆 有率
<1り 1:rn~4uー16<1~64u u （．％） X X. X 

秋田畜産 5. 2 8 飯島町 1 
ーに

五盟町 2 

公 舎 1 0. 1 38U 375 1 3 1 5) L 3</J 4) 8 U</J 八町 2 

県南 7日1回

1横手と場 8 II 211 乎鹿町 1 

9 II 2 // I ： 100 99 1 (1) LU u 
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県北 7月1回

大館と場
8 ｝ 2回
9 2回 luu lUU 0 

由利 7月1回 矢島町 2 
8月2回

本荘と場 9月1回 8U 77 1 2 (3) 3. 7 (2) 6 7 松ヶ崎 1 

秋田市内 6月 囮雷（幼豚）を
~9月 1 づつ市内3

豚飼育所 12回 36 ケ所に配し採血
調査

Total 
696 1 5 3 (9) l.S (6) 6 5 

I ， 

表9
:3) 県内在住者の年令別HI抗体分布調査実績

こ
使用抗原の陽性率比彫 H I 抗体価別陽性者数―

• JaGA如中山株 JaGA,j/,O 1抗原 中山株抗原

抗原抗原 1:101:20 1:40 1:80 1:160 1:10 1:20 1:40 1:80 1:160 

陽性率 陽性率
. l~1; D才 4り 9 (23'1J) 10 (2碍） 2 5 1 1 3 2 3 1 1 

1 1~2 0 51 7 (1~) 11(21鳴） 2 4 1 2 5 3 1 

2 l^—• 30 23 4 (1吟） 5 (21'1,) 1 1 2 1 2 2 

8 ・1....,_ ij 0 23 9 (3漑） 9 (3峰） 2 6 1 4 4 1 

4 l~ 5 0 2 1 8 (3絲） 9 (42(1,) 2 3 2 1 1 4 2 1 1 

6 1~ 6 0 1 8 13 (7滋） 13 (72鳴） 4 5 2 ・2 1 4 7 1 

6 U才以上 14 9 (6~) 9 (64'1,) 4 4 1 3 4 1 1 

1 1 糾 16 5 3 8 24 25 5 4 
Total 1 9 0 59 (31'1,) 66 (B5'1,) 

唸 (41角(2睛 佗 ・(5吸(1鴻 e睛 (3睛 (8§ (6f 
備考．検査対象者は秋田県立中央病院に於ける各科診療患者の血清を用いたo又，（1K2l3ぬ詳細

は研究篇に記す。 以上 小林技師記

g 抗醸性菌の検査夷

表10ワ；`；；： ーこよ：喜
性
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使用済ワクチン残存液 148 ， 6，，， l 2 8~ -----------使用諸器材

／／  ／／  注射器，針． B 34 a . 9，，， 7 21'1, 
C O管針，その
他

動物実験（モルモ刃卜） 12 

゜ ゜-一計 24 2 ！ I 8'4 1 411, ! 43 1 8，，，・ 011' u，，， 

備考．染色鏡検に於ける Z1ahl:-ti861sen法及び螢光法では形態，その他明かに抗酸菌と想定される

も培養ならび動物実験では確認できず，細部は研死篇にゆずる。

以上小林技師記

h 梅毒血清検査実績

表11 月別梅毒血清反応検査検数 （昭和43年 1月ー 12月）

＼ I II 皿^ N V ＂ 
VII WI k X' M 淵 計

ヮ（緒氏方反法応） 
351 
(21981 ) 
245 231 211 227 2位 2&↓ 2紐 279 221 28U 2. 965 

(31) (20: (18) （邸） (2U) (27) (14) (18) (24) (17) (19) (250) 

同、土定量
2 6 5 5 4 2 1 4 3 5 37 

ガヲス板法 (33560 ) (21930 ) (22444 ) 
2Z7 208 223 238 231 258 273 224 230 え936

(2~) (2:&) (2ll) (31) (16) (19) (28) (19‘ (25) (2邸）

T PH  A 
42 21 21 63 31 20 30 36 3U 10 304 

註．（ ）内の数字は陽性数 以上庄司技師記

(A) 細菌病理科（ウイルス）の業務実績{2)

一括して表示すると次のとおりである。

表1 月別病原診断受付患者（検体）数

月別 中央病院 集 団 その他病院
I 1 a 2 2'2 

II 7 1 6 6 

皿 3 :o 1 

N 1 0 

゜V 1 1 50 1 

VI 1 7 ao 2 

Vil 8 4 1 e 8 

VllI 1 0 、.0 2 

]l( 1 0 '3 0 

X 1 7 1 2 2 1 

XI 1 9 1 318 

淵 1 7 

゜計 168 770 10 

・I 

計

235 

173 

4 

1 0 

6 2 

49 

49 

1 2 

40 

1 4 0 

157 

1 7 

948 
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表2 病原診断のためのウイルス分離検体受付数と分離結果

月 別 糞 便 咽 拭 髄 液 尿 水 泡 計

I 2 3 1 24 

n 1 ， ヽ 1 8 7 

皿 1 1 1 8 

N 2 2 3 7 

V 1 1 3 1 1 5 

VI 3 3 2 4 1 2 

VII 1 1 1 2 5 

¥111 2 1 5 8 

k 1 3 1 1 6 

X 1 ， 2 1 2 

XI l l 2 1 3 

淵 1 1 

計 1 1 68 ， 2 23 113 

分 離
2 16 

゜ ゜
8 2 6 

陽性数

分離 Cox B-5 Inf lA2....... 6 Harps Simplex 
ウィルス名••••••••• 1 InflB ····•·6 ••••••••• 7 
Entero Mumps.....,1 Varicella 

.•.••. 1 HS ···••• l 2 0 B ta・ t ••••••••• 1 
（未同定） Cytomegalo 

••.... 2 

表3 病原診断のためのウイルス学的血清検査受付検体数

中央病院患者分 集団発生患者分 その他病院患者分 計
1 20 427 

゜
447 

2 5 305 

゜
3 1 0 

3 4 u 2 6 

4 I 1 u 

゜
11 

5 15 97 2 1 1 4 

6 26 5 9 4 89 

7 51 23 8 82 

8 1 5 

゜
3 1 8 ， 1 5 5 9 

゜
74 

1 0 20 2 42 

゜
• 2 6 2 

1 1 2 6 267 

゜
293 

1 2 29 

゜ ゜
29 

計， 237 1,479 19 l, 7 8 5 

注．ペア血清の中恢復期血清は初回受付月と同一月内として算出
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表4 各種病原ウイルスに対する免疫調査実績

ウィルス名 被検件数 関 連 調 査 事 業 項 目

インフルェンザ 1) 香港型と他のA型インフルエンザとの関係及び香港型

ヅSW i n~/5/31 407 インフルエンザ流行予測調査

A✓PRS/3 4 40'l 2)四頃重混合インフJVェンザワクチンの対裸：に関する調査

A✓FMI/4 7 40ぐ7 3)山間部に対する各種ウィルスの浸淫状況に関する調査

A./Kumam o to/2/6 5 4 20 

A✓ Ai ch i/2/6 8 3 8 2 

B/Tokyol/6 7 1 1 6 

ヘルペス群 3)と同じ

Herpes Simplex 377 4) ヘルペス群ゥィルスの血清疫学調査

Varicella-Zoot紅 377 

Cytome galo ユ36 2 

E B 2 44 

ポリオ 3)と同じ

I 型 84 

n 型 84 

皿 型 84 

Adeno 3型 310 3)と同じ
， 5) 秋田県内に於けるアデノウィルス3型の浸淫状況に関
する調査．特にプール熱との関係について

風 疹 5 6 9 3)と同じ

6) 風疹の血清疫学（昭和 42年度所報に一部報告ずみ）
麻

総

疹 9 55 3)と同じ

計 4,725 

1 6種

厚生省依託事業の日脳及びポリオに関する調査を除く o

関係事業項目の詳細は調査研研欄に記した。

o抗体調査は県立中央病院微生物検査科と協同で実施したものである。

表5 ボリオ流行予測事業実績（厚生省依託事業）

1) 感受性調査（中和抗体測定）

調査
4倍スク 1Jーニング

I 型 II 型 m 型 I 
調査地区名

湯和

陽`  陽和 陽`  人員 ，，， 佑 ，，， 

男厖市船越 103 79 7 6.3 93 9 0.3 74 7 l 8 29 

大雌市花岡 1 O 2 76 7 4.5 93 9 L2 75 7 3.5 26 

計 2 0 5 155 7 fi 6 186 90.7 149 7 2. 7 55 

6 4倍スク IJーニング

型 II 型 m 

佑 湯屯． ，，， 

陽`  2 8. 2 35 8 4.o 17 
2 5.2 31 3 0. 4, 25 

2 6. 8 66 3 2. 2 42 

型

佑

1 6. 5 

2 4.5 

2 0. 5 
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2) 感染源調査

型i 男鹿市船越

亨竺＼！竺離検体数旦竺直定結果

“戸三 45 1 : ] 2株共未后

2 

大飽市花児団・

陽性数！同定結果

1 | cox翠ckieB群 5型
1 

~
 2
 

詳細は調査研究の項に記載 （坂本技師）

表6 疾患群別，検体採取機関別，検索症例数と病原診断例数

I 検 体 採 取 機 関
＇ ， 

計i 
衛研又は保健所 1 その他 楓県内各医
（王として集団ヵゼ）

中 央 病 院 療 関

力
被検数 770 84 85 4 

ゼ 診 1 A2... I! 81 
5 0 5 
I A2............... 6 1 A2 ••• 287 

疾 断 1 B ••• 224 1 B............... 2 
1 1 

I B ••· 226 
5 1 6 

患 数
Mumps •••••• •·· 1 追...1 

M p ..........'.,'2 M P,.. 2 
-- -

神 被検数 l 4 5 1 9 

径 診 C oxB-5 ·•·····•• l Mu.mP3... 1 1 孤皿芦．．． I

疾 断 Enter o ••••••••• 1 2 COX'l35 ••• 1 3 
患 （未同定） 血terO'..1 

＇ヽ

数， （未同定）

発 被検数 49 5 54 
疹
診 ............ 8 

性 H.S 
H. S • tl 

疾 断 V.z •••••••••••• 2 1 1 Measles ・・-4 4 v.z 15 

患 ，．．数、 Measles•····· 1 Measles・・ 

そ無
被検数 2 1 21 

他貪の判定含枡g 診 Mumps •······••l Ml.rrJ:8... 1 

断 匂衣皿e畔 o・・・・--2 
4 —lo 4 H.S ............ 1 ...... 2 

数 ヽ （抗体有無判捉和•6) H. S...... 1 

被
検 “'• "’'-., 

症 7,7 0 -, 1 6 8 10 948 
例
数

計
診
断
症 50 5 28 5 538 

贋 (56.8%) 

0 病原検査は県立中央病院微生物検査科と協同にて実施したものである。
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(B) 理化学検査料の業務実績

昭和48年 1月～ 12月の業務実績は，纏めると表lK示すと土｀りである。

表1 理化学検査料検査実績表

＼ 項目
1 月 2月 3 月 4月 5 月 6月

有．＇無 有無 有無 有無 有無 有無
料料 料料 料科 料料 料料 科料

水 水精密道検査水 6 6 4 8 lo 7 

質 ” 定期検査 4 18 8 37 
試
その他 ク

験 適 否
＇ 

4 1 12 

特殊成分 14 5 2 

食 色 素
・・-

1 1 

品 防腐剤
試 製品検査

験 キの他 2 

： 鑑定 C 

局方試験 ， 
―’’‘三 3 4 

温・ 温泉分析 3 3 

泉 放射能

放射能 12 4 1 7 3 13 

a 水質試験

(ll水道水精密検査

これは源水及び給水開始前の水道水について行

なうものである。本県内の各保卸所管轄区域に分

けて，その検査総数と，検査項目別の不適（水道

法の基準に外れるもの）件数を表2に掲げる。

6 

5 

昭和 43年 1月～ I2月

7 月 8 月 9月 10月 11月 12月 合計

有無 有無 有無 有無 有無 有無 料有 料無
料料• 科料 料科 科料 料料 科料

25 52 28 1 18 11 15 190 1 

1 1 64 

2 1 4 1 25 

23 8 7 12 14 4 15 97 7 

2 

5 29 6 4 1 1 33 

1 1 1 3 

， 
29 5 5 5 56 

1 4 1 12 

7 5 ， 6 15 11 98 

大曲保健所管内の係数の多いのは，同菅内に於て

無認可簡易水道水の一斉検査を行なったためであ

る。不適件数の多い項目は， 1色度， 2アムモニ

ャ性窒素• 8鉄，等である。水道法の基準には，

更に→段細菌数と大腸菌群の検査が含まれる。

表2 検査項目別不適件数表昭和 43年 1月ー 12月

管轄保健所 秋 本 巌男 鷹 能 花 大 矢 角 大 横 湯 検査
田 荘 鹿 巣 代 輪 館 島 館 曲 手 沢 件数
保 保

目
保 保 保 保 保 保 保 保 保 保 計 に対保

鍵 健 鍵 健 健 健 健 健 鍵 健 健 健 健 する
検査件数 所 所 所 所 所 所 所 所 所 所 所 所 所 ，，， 

検査項目 ， 19 15 4 3 24 3 4 3 6 94 1 6 191 
アンモーァ性窒素 5 4 4 1 1 8 1 1 ， 1 l Rヽ； I R8 
南硝酸性窒素 5 3 2 . 1 5 1 1 3 1 22 1 1. 5 

硝 酸 性窒素

゜塩素 イ オン 8 1 1 5 2. 6 



過マンガン酸カリウム消費量 4 5 1 

ッ ァ ン

水 銀

有 機 燐

銅

鉄 4 4 1 

弗 素

鉛

亜 鉛

ク ロ ム

砒 素

マ ン ガ ン 4 1 

フ 工 ノ ル

硯 度 2 1 

水素 イ オ ン濃度 1 1 

臭 気

味

色 度 6 8 8 1 

濁 度 4 8 1 1 

蒸 発．残 留 物 3 1 

¥2) 水道水定期検査

既存の認可された水道水について，水質監視の

意味で重要と考えられる検査項目を定期的に行な

うものである。

13) その他の水の適否試験

この項に該当するのは水道水，井戸水，流水，

湧水等を問わず，飲用に適するか否かの意味で，

衛生学的に重要と思われる l0項目について行な

う検査である。

{4) 特殊成分検査

その都度必要と認められた項目，又は依頼され

た項目について行なう検査で検査の対象となる水

の種類も色々である。例えば，水道用，鉱工業用

水産農業用，その他の産業用水等である。

b 食品試験

1 

1 

1 

1 

-1 5:--

5 . 2 17 a 9 

゜゚
゜゚

7 1 1 2 8 29 1 5.1 

゜゚
1 1 LO 

•O 
(l 

2. 1 1 10 2.0 1 0.4 
ヽ

゜1 4 2.0 

1 18 21 1Q9 

゜゚， 1 1 16 : 51 2 6. 7 

4 1 1 3 I 1s 9. 4 
2 2 

I 
， 4. 7 

保健所に於て，食品から毛系染色法で抽出した

ものを毛糸のまま着色料の同定を依頼されたもの

である。食用赤色 10 2号と認められた。

4月

合成樹脂製容器 2一件

ホルマリンの溶出試験であみ。食品衛生法のア

セチルアセトン法による試験ではホルマ 11ンを検

出しなかつた。

6月

食用色素 1件

これは食用色素の原末を澱粉で稀釈したもので

製品検査である。色素は食用赤色 10 2号で，有

害金属は不検出であった。

7月

食品 5件

ー斉取締りに際して行なったもので，保存料の

検査である。

表 1に示したように，本年度は有料 14件，無 U)サイダー 不検出

科（取締等による行政検査） 36件，計5O件の (21ジュース

食品試験を行なつた。この内訳を多少の説明を加 13)醤油

えて，月別，品目別に並ぺると次のようである。 i4)ようかん

1月 (51つくだに

着色科 1件

安息香酸として 40畷A9を検出

不検出

’ 
’ 
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8月

味噌 1件

出荷に際し，亜硫酸の含有量試験を依頼された

ものである。亜硫酸は不検出であった。

食品 2 9件
夏期食品一斉取締りの際行なったもので，王に

保存料の検査である。

lll煮豆 ソJレビン酸として 90呪A9検出

i2l /1 II 
5.1‘ngA II 

131ゆでめん 不検出
9• 

{4)ゆで中華 ，， II 

(51包装めんそば ” 
(6) IJQフ‘o...~イ”
l7lミ〇クベイ ソJレピン酸として 5哨A9検出

(8)パイ 不検出

(910子ベン II 

血）ド〇ナ〇ケ＝ス II

Ul)ポ〇ジュース ソ｝レビン酸として'Z27ll9A9検出

(12)濃0ジュース II 'Z17ll9人9検出

(13)OVOヂジューズ

閥OvOプ〇ーダベース

(15) 11 • 

11 1 0. 3叩A(9検出

不検出

(26)〇水漬

(27)紅しようが

(28)山〇漬

(29)〇小梅

10月

色ぬか油 1件
濯ビフエニルの混入で中毒事件が発生し•米
ぬか が随分問題にオつたのであるが，当初毒物
として比素化合物が考えられ，それ陀従つて県内
で販売されているものの比毒含有量を調ぺたもの
である。比素含有量は 0.0 5町／k9以下であった。
因に後日塩化物の定量を行ヵったが，とれは不検
出であった。

ソJVピン酸として1幻況が胡検出

fl 

＂ 
”
 

，呼 9

5呼匹 II

4(111四 II

l l月

しらたき，こんにやく 6件

保存料，標白剤の検査であるが，何れも不検

であった。

茸 4件

「ためこ」と云われる茸の保存料の検査である。

何れも不検出であった。

II 

(16)〇水〇ニソーセージ ソJレピン酸として

77訊ル屈検出

聞〇水ッナソーセージ 11 6 2呪gA勺検出
U8)〇水ウィンナソーセージ II 123;喝メ勺検出

U9)〇水プ Vスハム

120)〇洋〇産ツナソーセージ

” 111呪屈検出
不検出

仰〇ソーセージ ソルピン酸として 120呪A9検出

(22lピ〇クケーキ 不検出

(23)〇生和菓子 II 

(24)〇口〇ッョートケーキ 不検出

(25)ピーマン〇どC蹟 ソJVピン酸として
176呪A穀検出

c 薬品試験

厚生省薬務局の通ちように基いて，県医務薬事

課，並びに県内各保餡所の薬事監視員にょって収

去されたもの，及び不時の依頼によるもの，検査

である。王だったものでは香粧品ヘアスプ Vーの

メク.I-Jレ定量試験を 24件について行なったが

その成績はメクノーI召含有量殆んど不検出から

0. 1 7'1,に及んだ。

d 温泉分析

本年中に行なった温泉分析（中分析）は合計12

件である。 1月の 3件の成績は前年度の所報に収
載したのでそれ以降の 9件の成績を一括して表 3

に示す。

封表3 温泉分析表（その 1)

：：：］：：：烹□攣四攣土塁=
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試験年月日 's 4a 5. 21 s 4a 6. 25's 4& 6. 25 Is 4& & 20's4a 1i-20 
泉温（℃） 5 4.2 114 1 0. 5 i 3 8.5 16. 2 ' 

殆ど無色澄明に 殆ど無色澄明に 微蛋白石濁で弱 1_無色澄明にて特 無色澄明にて硫
性 状 て微弱たる鍼味 て炭酸性の刺激 い鉄味を有する 異臭味たし 化水素臭を有す

を有す 味を有す

PH  6. 2 5. 9 5. 4 &4 て6

比重 (20℃) 100273 LOO 1 7 3 LO(l0 I 7 Ln0233 L00113 

蒸発残留物
2719.572 20 9 a5 7 1 21 L963 ・2505.163 1252.582 （吋／K9)

K+ 1 6. 5 0 0 30.ooo 4.1 o o 6. 5 5 6 9. 6 
Na+ 6 84.4 80 542.000 14.500 2 65.ooo 30 5 

NH4+ 0.100 0. 4 6 o 
C a2十 211955 8 a 9 (1 6 &289 521274 89.823 

Mg叶 6. 3 2 3 3 2.8 9 3 1. 9 4 6 0. 2 60 3 9. 3 9 8 
Fe2十 'l 6 4 7 1. 7 1 4 U(1 ()8 (l(1 8 3 

Mn2十 0. 2 2 2 Q 1 9 5 0. o 6 2 0. 3 u 1 
A13十 0.288 0.168 

Cl― 359.087 556048 17: 70 4 246302 4o6.9o5 
Br- 119 5 1 2.8 6 9 Uo 5 3 Q277 0. 3 o 4 
I― 0.0 8 4 0. O 7 4 Qo 2 5 

soi- 1 3 0 6() 1) 2 4o'Z387 41.414 122&000 7 5. 4 2 8 

S20i― L2 61 

HCOa- 260.028 446.658 2. 3 1 9 303.552 494.124 

co;― 0.0 7 5 4.4 7 7 1.1 6 4 
HS- 0. 8 6 3 

HSiし3- (l (l 5 4 0. U o 8 0. () () 8 2. 3 4 3 0. 2 9 3 

S i O~— 0. o u 8 

B02- 0. o 2 5 Q u 5 1 0. o o 2 1272 (l184 

OH― Q(l 4 3 0.0 0 7 

HB02 &748 114.264 31556 & 68 7 'Z876 

出Si03 54.755 35.556 89.ol4 4'l 5 40 3 6. 7 2 7 

HA302 0.o 4() 

CO2 125.028 859.1187 2 2. 3 U () 2. 9 1 8 2 9. 2 6 2 

H歪

含石膏ー食塩・ 含芭硝ー食塩泉 単 純 泉 石 膏 泉 含土類ー食塩泉

泉 質
芭硝泉

（緩和性低張高 （緩和性低張冷 （緩和性低張温 （緩和性低張冷

温泉） 鉱泉） 泉） 鉱泉）

表4 温泉分析表（その 2)

：月（三I彎言5村巴言ぐ巴言：：
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性 状 殆ど芸澄明にて硫 殆ど無色澄明にて特 殆ど無謬明にて弱 殆ど無色澄明にて強
化水 を有す。 異臭味なし い硫化 臭を有す い鍼味を有す

pH t 4 &6 9 2 &2 

比重（加℃） Lo oo 64 LO《)o4o L00045 LU l 7 l l 

蒸（発明残／KS'留物) 47&694 4u&837 374.83P 23o2て721 

K+ L 9 5 2.6 6 0. 7 1 1 (I 

Na+ 8 5 1 18 124 5690 

NH4+ 

Cari- 4'Z 6 70 2.644 1629 281Qo83 

Mg2+ 19.4 9 7 0. 6 2 9 <l 6 8 6 78.638 

F e2+ o.u 2 9 0. 187 0.045 Ql4o 

Mn叶 (l(l 4 9 

A13十 00 3 [) (l128 

C 1 - 2 L9 4 8 15.913 li845 13772.123 

Br- noo 6 0.o 7 2 no 6 4 0. 7 2 7 

I― a () 25 0. O 4 2 0. o 3 4 2.327 

F― 0. 5 0 

sor 18Qo8o 61.928 2.ll 9 U 236.505 

s s.Of- 2.2 40 L 4 (1 2 

HCO3― 198.809 206.808 225.671 202.586 

Cal― 0.2 9 4 4.8 8 2 2 lt 27 L8 4 1 

HS― L723 a 9 o 2 

HS 103ゴ (l11 6 1.u 5 6 ao 9 2 4.8 7 7 

Si頃―

B02- <l 14 6 2. 6 5 5 18.3 8 3 ao 9 2 

OH― o.o o 4 0.0 6 8 0. 2 7 2 a.() 27 

H2P04- 0. o 1 9 

HPOr L 6 4 5 

HBOz I O.o I 9 1L3o8 1~758 3&213 

H2S i03 24.196 l a3 8 5 1 L 3 2 9 139.601 

HAB02 

CO2 19. 1 1 8 L2 4 1 2.9 7 7 

H.S (l7 80 a()1) 7 
----

単純硫化水素泉（緊 単 純 泉 単 純 泉 食塩化土類一庚塩泉

泉 質 張性低張冷鉱泉） I （緩和性

！ 高張高温泉）

e 放射能検査

本誌調査研究の部に詳しく報告する。

(C) 食品栄養科業務実績（1)

1) 秋田地方山菜の栄養分析

昭和 43年調査区域は鹿角郡花綸地方，由

利郡鳥海村，平鹿莉山内村，秋田市太平各地

方で食用に供している山菜で前年度調査した
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2) 

以外の山菜 l2種類について行つたo ニリン

ソウ，Jカンゾウ，ィヌドウナ，ヤマゴポウ

ッIJガネニンジン，アザミノ根，ナズナ，ァ

ヵザ，ヨメナ，スギナ，Jビ9レ，ヤマプキッ

ョウナ（学名・和名）

秋田県奨励品種水稲梗玄米の成分分析

昨年同様．県でうまい米としているニゾキ

系の中のハツニッキについて地域別収穫した

ものについて栄養分析す。調査地域，秋田市

仁井田，南秋田郡飯田川町，由利郡仁賀保町

由利郡大内村，平鹿郡山内村o （水分，灰分

粗蛋白，粗脂肪，粗繊維，カルツウム，リン

鉄．珪酸，ビクミンB1，糖質，カロリー，炭

水化物，等）

この調査は昭和 0年より続行。
3) 八郎潟干拓農場（大潟村）収穫米の栄養分

析

昭和 48年同様ガ烏村収穫米について栄養

分析す。昭和43年は実習訓練農場収穫米の

みについて分析を行ったが，昭和 44年度は

入植者の初めての収穫米も含めて行った。検

討の必要を認め未発表

A)実習訓練農場収穫米0 レイメイ

0さわにしき

〇よねしろ

0 V イメイ

〇よねしろ

4) 市販牛乳の脂肪，カルツウム，含有量調

査

牛乳原産地方と消費地都市部における牛

乳の味覚の相異がいぜんとしてきかれるの

で，時間と人手の出来る範囲内に於て調査

分析す。

市販牛乳

＂ 

B)入植者第一作

”
 

モリナガ••••••7 8 

ユキジル‘ツ •••3 O 

4 ムトウ•••••••••

1 1 2検体

分析検体の品種別件数は検体入手の状態と

消費量による概算であるため更に調査件数

の統一，季節的の検体の収集などの必要を

認むるものとす。

5) 食品栄養に関する依頼検査

昭和 43年 1月～ 12月迄

召Iil’'也筐孔祖I荘Iさ怜I；怜
食品栄養科に関する依頼検査件数及び内訳

計攣
食
品
栄
養
科

有
料
一
2

1 月•••クロレラヤクルト (2)
2 月•••クロレヲヤクルト (2)
3 月•••クロ Vラヤクルト(2)
4 月•••クロ vヲヤクルト(2)
II •••クロ Vラヤクルト(2)
II •••強化内精麦 （2) 
II •••給食用生乳 (3) 

5 月•••クロvヲヤクルト(2)
6 月•••クロ Vヲヤク／り卜(2)
7 月•••.'>,:·I/ラヤクルト(2)

” ．．．面し内精麦 （2) 
8月．．． ．，IJ -·•··.. ・'レト（ 2)

9 月•••クロレラヤクJレト(2)
lo 月•••クロVラヤクルト(2)
II •••強化内精麦 (2) 
11 月•••クロ VラヤクJV卜 (2)
/I •••こんにやく (6) 
12 月•••クロ Vラヤクルト(2)

無
料
・
・
・

11

◎
有
科

．．．
 
41 

6) 学会

教育

第 26回日本公象衛生学会 京都

（昭和 48年 1()月） 出席 「秋

田地方の山菜の栄養成分について」

口演

由利郡鳥海村公民館壬催，鳥海村川

内婦人学級（文部省委嘱）に出席

「山菜の栄養価と保存について」ロ

演（昭和43年 12月）場所鳥海村

生活改善センクー，午前 1()時～午

后 8時迄 以上宍戸技師記
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(D) 環境衛生科の業務実績

昭昭 43年 1月～ 12月までの業務実績は次の

とおりである。

表 1 排液検査件数

試験項目 ＼検体区分 工 場徘水

気 混
---·一．ー··-····--—→~―· • 

液温

水素イオン濃度（珀） 4 

ーアとと色＿デァ性窒素 4 

・アルプミノイド性窒素

--フ. ・エ・ ノ ー／レ烈i 4 

ッ ァ ン 成 分 4 
← -

硫 酸 ィ ォ ン 4 

鉱 油 類 4 

L蓋発 残 留 物 4 

←浮 遊 物 質
灼 熱 灰 分

化学的酸素要求量

l2) BO  D試験実績

秋田市，湯沢工事事務所，また男鹿市，仁賀

保町から依頼のあった河川水およびし尿処理水

表 1I BOD試験成績及び件数

.
-採水ミ地---名＼検体月月別

lj ¥ 
1 2 8 4 5 

雄物川橋
河

L 82 2. 8ll 2. 96 2. 08 
・・・神宮寺 2. 16 0. 64 a 20 l 84 
-長• 野 L 76 l o4 2. 56 o. 4u 2.64 
岩ノ目 JI I 0. 48 (l88 0. 4o a 56 
JI I 弄― 0. 80 0. 96 L 68 Q 96 2.8u 

秋田市 水

本荘市 ガス洗梅 平均
撥給水 36. 8 

能代市 工場排水

秋田市 し

男鹿市 尿

仁賀保町
処

理 336ll 

註：その月中に受付けた険体数が 2件以上の場合
その成績値を平均値で示した。

UI 排液処理水試験実績

昭和43年 1月～ l2月まで依頼検査をまと

めると表 Iのとなりであるっ

し尿処埋水 下水処理水

7 

7 

7 

7 

7 

5 

5 l 7 

5 

7 

工場排水等の試験成績，件数をまとめると表II

のとおりである。

単位： PPM

6 7 8 ， 10 11 12 件数
4 

4 

L2I) 0.08 a4  0. 64 U 8(I 0. ()8 l 86 1 2 

4 .. 
0. 16 0. 16 0. OB Q (J8 0. 24 0. 32 0. 44 1 2 

乎均 乎均
4.22 4.65 22 

4 

6L 6(I 1 

平均
5858 2 

1 }.68 1 

平均 平均
5284 44oa2 5 

総件数： 71件
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i3) 大気汚染調査

公害調査の一環として 42年度に引き続き降

下ばいじん，亜硫酸ガスの測定調査を実施した。

詳細は調査研究の部に報じたが，調査項目た

らびに分析結果は表m～渭にかかげた。

表III 降下ばいじん測定成績

検査： 不溶解性成分
•―目I 雨輩 PH 

灼熱 1灰分月別 （笏t) クーJV
減量

1月 7()(l() 4.6 0. 1 9 Q63 0. 7 7 

2月 96(I(I 4.3 0.4 7 0.68 1. 3 2 

3月 37()() 5. 2 0. 1 0 2.5 5 0, 6 9 

4月 8&l(I 4.6 0. 1 3 l4 2 18 8 

5月 llnon 5.0 0.2 7 Q27 1 6 6 

6月 34()() 5.8 Q46 0. 1 0 Q40 

7月 10392 5. 0 (l25 0. 0 4 580 

8月 17(Kl(l 4. 7 0. 7 0 &6 3 Q72 

9月 38(1(I 4.8 (l004 3. 0 9 Q 90 

1(1月 91切 6. 4 0.2 2 L22 0. 6 3 

11月 155011 4.6 0.0 7 1.15 2.3 4 
12月 84()Cl 5. 0 0. 4 3 0. 5 4 L 4 0 

平均 8928 4. 8 0.27 1. 2 4 1.5 4 

表N 降下ばいじん測定成績

闘 不溶解性成分
雨量

PH 灼熱
月別、
(mt) クー／レ

減量
灰分

1月 6500 4. 8 Q 1 7 (l27 0. 4 4 

2月 10000 4.3 (l29 U04 0. 8 3 

3月 2900 4. 9 0. 0 3 0. 5 2 u 8 8 
4月 6400 4.8 (l0 9 Ll 6 (l39 

5月 7600 5.1 (l2 6 0. 4 9 0.45 

6月 440 6. 7 U 1 0 0. 6 3 Q85 

7月 9285 5. 4 U28 0. 6 1 5. 7 5 

8月 19500 4. 7 0. l 4 0. 1 9 0. 0 8 

9月 3000 5. 1 0. 0 0 4 Ll 5 0. 8 4 

10月 9450 4.8 (lI 6 Q72 Ul9 

11月 14600 4. 7 Q 25 Q08 0.57 

12月 5950 5.1 0. 3 8 0.16 0. 5 0 

乎均 8000 5. 0 U 18 (l50 (l 9 0 

溶

蒸発 旦熱
残留物 量

5. 64 2. 7 0 

a92 & 3 8 

L4 6 Cl 3 4 

2. 8 2 0. 9 9 

L40 Q47 

L 4 4 0. 9 6 

2. 7 7 0. 7 1 

3. 3 6 L 9 2 

1. 7 2 0. 9 7 

2. 8 0 l4 0 

5. 6 9 L3 7 

4.2 4 L54 

3. 1 0 138 

測定地点：衛生科学研究所
単位：ton/kじMonth

解 性 成 分
・・-

灰分
硫酸 カルツウ クロー／レ
ィオン ムイオン イオン

2. 9 4 L8 0 0. 1 1 

(154 0. 9 8 0. I 8 

l l 2 0.60 Q14 

183 0. 4 5 0. 18 

(l93 0. 6 l 0. 2 4 

0.48 0. 3 8 Q07 

2. 0 6 0. 6 5 0. 1 1 

l4 4 0. 4 0 0. 0 9 

0. 7 6 L2 9 Q08 

L 4 0 UOI 0.30 

4.3 2 0. I 7 0. 1 7 

2.0 7 0. 15 0. 0 6 

L 6 5 0. 6 2 Q14 

測定地点：金足農業高等学校
単位：ton/!：iVMonth 

2.4 3 

L 5 3 

0.4 3 

Q 24 

0. 2 1 

n 1 o 
0. 0 2 

0. 8 4 

0. 5 1 

L3 2 

L 7 6 

L5 7 

0. 9 1 

溶 解 性 成 分

蒸残留発物
灼熱 硫酸 カ／レッゥ クロール
波量
灰分

イオン ムイオン イオン

6. 4 1 3. 8 6 2.6 5 0. 6 7 (l0 9 2. 7 1 

2. 7 5 L28 L 4 7 (l3 5 不検出 0. 1 5 

L18 0.59 0. 5 9 0. 2 0 0. 0 6 (138 

L 6 9 0.25 L4 4 0.52 不検出 0. 7 2 

L6 9 0. 1 0 L5 9 0.2 9 不検出 0.24 

(l 4 0 0. 2 6 0. 1 4 (l O 9 0.02 0 0 3 

3. 7" 0. 2 6 3. 4 8 0.8 6 不検出 0. 0 1 

4.85 2. 7 6 2.0 9 (l 7 2 Q 10 Q37 

l4 6 (174 Q72 0. 0 3 Q 0 3 0. 2 3 

2.5 2 L7 6 0. 7 6 0. 2 7 不検出 L3 1 

3. 6 2 157 2.0 5 (l05 不検出 L 6 5 

a4 8 L81 L 6 7 0. 11 Q O 4 l 4 7 

L9 2 L30 L 5 4 034 0. 0 2 0.77 
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表V 降下ばいじん測定成績

検査
雨(1/It量) PH 

不溶解性成分

、頑項目＼ クー／レ 減灼 熱量 灰分

1月 2500 4.6 0.0 8 2.04 0.02 
2月 6500 4. 4 0. 2 7 Q 43 0. 6 6 

3月 2100 4.8 0.04 0. 2 4 0.45 

4月 5500 6. 5 Q 1 1 Q 53 a 84 

5月 7700 6. 7 0. 2 4 0. 1 5 0. 7 1 

6月 1000 6. 4 Q 21 a 13 0. 3 8 

7月 9285 5. 4 0. 8 3 4.9 0 5.2 8 

8月 149()0 4.9 0. 5 7 a 8 5 0. 0 6 

9月 2000 6. 4 0.007 0. 48 L58 

10月

11月 .. ,. 
]2月

平均， 5720 5. 6 Q22 LO 7 L 1 0 

表M 降下ばいじん測定成績

検査
雨量

不溶解性成分

謬 PH 灼熱(4) クー）レ
減量
灰分

1月 1500 41 (l04 Q26 (l64 

2月 4000 4.2 0. 1 6 (l68 0. 8 8 

3月 2200 6. 5 0. 0 4 0. 3 9 0. 2 2 

4月 6000 5. 7 0. 0 6 0. 3 4 0. 5 0 

5月 7000 6. 2 0.29 0. 2 7 (l40 

6月 770 て4 0. 1 3 0.5 5 (150 

7月 9285 5.4 0. 2 8 • L3 5 a9 7 

8月 15000 4. 9 a o 9 0. 6 9 Cl 11 
9月 2800 5.2 (l005 L 9 9 L 14 

10月 7710 4.7 0. 0 0 9 0. 5 9 l 27 

11月 110m 4. 6 U 1 6 0.18 0. 5 6 

12月 3250 fi 9 0. 0 3 0. 2 9 0.8 3 

平均 5876 5. 4 0. 1 1 0. 6 3 0. 87 

溶 解

蒸残留発初 灼減 熱量

6. 1 7 2.6 4 

a 5 1 121 

2. 7 0 0. 5 5 

2.8 7 0.70 

2.54 0. 6 4 

ll 8 4 Q 8 8 

& 2 3 0.3 8 

4. 1 0 2. 2 6 

L83 {176 

a o 8 LO 5 

溶 解

蒸発 灼熱
残留物 滅量

ao 5 L 60 

2.5 1 L30 

L24 0. 2 7 

2. 12 (l 6 3 

2.2 7 0. 5 9 

L80 0. 7 1 

L70 (l6 9 

a 7 7 2.0 8 

L3 4 0 8 5 

2.8 3 12 7 

3. 9 7 L2 5 

ao4 L 8 8 

2.88 LO 1 

測定地点：土崎中学校
単位：tonAVMonth

性 成 分

灰分
硫酸 カ9レッゥ クロール’
イオン ムイオン イオン

3. 5 3 0. 9 6 (l1 9 2. 5 7 

2.3 0 0. 9 4 0. 21 L3 0 

2.1 5 L2 7 0.51 0. 3 6 

2.1 7 L 26 0. 4 9 0. 3 2 

l90 0.4 4 0. 5 2 0. 30 

0. 4 6 0. 3 1 0. 2 4 0.0 8 

2.8 5 L17 0.2 0 0. 0 1 

L84 U82 0. 1 6 0. 4 4 

LO 7 (l12 0. 22 a 3 7 

一

2.0 8 0. 8 1 (l 8 0 0. 6 4 

測定地点：国立工業専門学校
単位：ton/41'/Month 

性 成 分

硫酸 カルンウ クロー9レ灰分
イオン ムイオン イオン

1. 45 (l l 9 0.0 5 l 3 4 

L2 1 (l49 (l O 6 l0 8 

1197 0. 2 5 0. 1 8 u 8 3 

L49 (l59 0.20 (l67 

L 6 8 0. 3 5 0. 2 3 0. 20 

0. 5 9 0. 3 4 0. 20 0. II 6 

LO 1 0. 3 3 0. 0 5 0. O I 

L69 Cl. 31 0. 1 6 Cl 29 

0. 9 9 0. 1 5 0. 0 6 Q36 

LO 6 (l14 不検出 L45 

2. 7 2 0.20 不検出 l6 8 

L 6 6 0. l 0 0. I今17 t 1 8 
L 2 5 U 28 0. 1 U 0. 6 1 



表圃 降下ばいじん測定成績

検査 不溶解性成分
項目 雨量
(1/lt) 

PH 
クーJレ 灼減 熱量 灰分月．疇`別`＼ 

1月 17110 5. 1 (l02 L 1 0 28 9 

2月 6251.l 5. 4 0. 2 8 Q 51 ll 5 

3月 29l)lj 5. (I a0 2 Q52 0. 4 7 

4月 8(I’19l 'Z 7 0.12 a 5 2 0. 6 0 

5月 8880 5. 0 0. 8 1 0. 2 8 0. 3 6 

6月 720 6. 2 0. 11 Q 45 (l5 6 

7月 9285 4. 7 0. 2 9 a 6 4 5.'l 5 

8月 137UU 4. 7 0. 2 1 (lU5 0. (I 5 

9月 2如（＇ 5. (I l l 1 2.U 3 2.3 2 
1(1月 858o 4.8 (l11 (l34 a 1 4 

11月 13印（9 4.6 (l1 9 a 3 1 L14 

12月 495u 5.9 0. 1 7 a 4 8 l.U 6 

平均 6580 5. 3 0. 2 4 LU9 L3 7 

表瀧 亜硫酸ガス測定成績

こ五9I n m IV V 
曲足高等学校 0. 158 (lU9E Q 12U 0. 102 Q 121 

国立
0. 094 0. 14f 0. 27ヽ 0. 319 0. 278 

工業専門学校

市立 0. 962 (l164 0. 256 0. 374 Q 211 
土崎中学校

市立 (l119 a. u叫 0. 315 0. 292 0. 223 
外旭川中学校

衛生科学 u 688 0. 588 (l459 0. 490 0. 261 
研究所

県立 (l 307 0. 242 L 5U7 0. 298 (l 2印
南高等学校

秋田県（県守‘
0. lUl 0. 519 Q 522 'Z (J2U (l 2邸

秋田共済病院 0. 145 0. 12f n u59 0. 192 2. 53~ 

市立 (l472 0. 211 0. 235 0. 24(J Q 165 
築山小学校

秋田経済大学 0. 810 U 864 0. fi26 l l16ll 0. liUl 

/‘ 
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測定地点：南高等学校
単位：ton/4i,,貨onth

溶 解 性 成 分

蒸残留物発 灼減 熱量 灰色
硫酸 カル^ ンウ クローIレ
イオン ムイオン イオン

5. 61 1. P 6 a 7 5 2.1 5 Q 33 L3 3 

8.1 4 0. 2 8 a 2 3 l 6 I 0. u 2 L 24 

18 2 0. 3 9 0. 93 (l42 0. 1 1 0.40 

5. 54 0. 5 7 4.9 7 1.1 9 0. U 9 0.5 5 

4.5 6 0. 52 4.114 0. 6 2 0. 0 9 0. 8 4 

0. 7 1 0. 4 1 0. 3 0 Q. 2 1 Q05 0. U 8 

5. 6 II 0. 7 4 4. 8 6 L17 Q 10 0. U 1 

4.1 2 a 9U 0.2 2 0. 5 7 0. 14 (l25 

2.91 1 0. 1 4 L8 7 020 0. 1 0 Q 4 7 

4.2ll L 85 2.35 (l2 7 (l28 a 1 5 

4. 7 7 0. 93 a84 0. 1 9 0. 1 u L8ll 

5. 11 1 L 71 a25 0. 1 4 0. 1 9 L53 

a88 L 1 ll 2. 811 IJ. 7 2 0. 1 3 0. 6 7 

単位： SO押',/day/luucip b02 

＂ 
vn W IX X x XII 平均

(l024 Q U20 0. u44 (lU98 a o60 (lU98 0. 052 0. u82 

(l幻80. ll42 a.り14 0. 135 (l 2lI7 0. 622 0. 158 0. 317 

0. 296 a. 114 0. 119 !l 158 (l259 0. 855 0. 236 0. 291 

0. 296 L 411 0. 233 (l465 (l2111 0. 234 0. 112 0. 332 

a.如9(l124 0. o73 0. 388 0. 312 0. 663 a.心3 0. 4(l4 

0. 194 0. 215 (l a2 Q 1U2 (l239 0. 371 0. 511 0. 879 

Q 147 (l086 U 34U (l391 (l482 (l683 0. 476 0. 454 

0. 012 Q 083 0. 058 0. 135 Q 155 如 如 (l287 

0. 138 0. 168 0. 12U 0. 102 0. 170 0. 177 0. 177 (l 197 

l 254 2. 457 L U57 L 849 0. 647 L 287 検査 L 1187 
不能

以上船木忠ー技師記
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(E) 母子衛生科業務実績

昭和48年度母子衛生科にないて行った業務の

実績は次のようである。

A モデル地区における調査研究

昭和4I年 9月より五城目保鍵所管内昭和町が

モデル地区に指定され．， 42, 4 3年と継続して

実施された。 42年までは実態把握の意味で王と

して妊婦，母親，乳児， 3オ児健康相談を行たい

町の人々の母子保健に対する啓豪のためのマザー

ズグラス，離乳期グループ，専門家による講演会

座談会等を行たい関心を高めることにつとめた。

年度末になり 43年度事業計画に対する関係者の

話合いの中に，医療機関にも恵まれている関係上

無医村とはそのニードも異なり，このままの状態

を継ける必要を感じたいという意見が強かつたの

で43年度は昭和町母子衛生菅理体制の確立を王

たる目的とし，健康相談たらびにグループ指導を

合わせて行なうものとし次のような計画をたて実

施した。

表l モデル地区＇昭和町 4 3年度実施計画

月 乳検・母親検 3オ児検 離乳 期 マザーズクヲス ミーティング そ の 他
グループ

4 話合い・計画
母子衛生
運営委員会

5 
健診•検尿 健診 健診

講話・座談会
血圧・採血 精神検査 実技指導

6 
健診・検尿 健診
血圧・採血 精神検査

7 
腱診・検尿 健診 健診
血圧・採血 精神検査 実技指導

8 
健診・検尿 健診

血圧•採血 精神検査

， 健診・検尿 健診 健診
話合い・計画血圧•採血 精神検査 実技指導

I I I 
健診・検尿 健診
血圧・採血 精神検査

健診・検尿 健診 健診 講話・座談会
11 血圧・採血 精神検査 実技指導 健康相談

12. 

1 
健診・検尿 鍵診 健診

話合い
血圧・採血 精神検査 実技指導

2 母子衛生
運営委員会

3 
健診・検尿 健診 健診
血圧・採血 精神検査 I 実技指導

(1) 母と子の台帳の整備

i2) 乳幼児健康相談は，乳幼児月会を 8カ月，

6カ月， 9ヵ月， 12カ月． 2才， 2オ半とし，

呼出し相談とする。

(3) 3オ児健診は毎月行ない，対象をその月に

3オ半に達した児とする。

i41 離乳期グループは， 42年度と同様 3カ月

児を対象に 1年間継続する。



(5) マザーズグラスは，春，．秋の 2講座とし，

1講座 3回で終了o

さらに，五城目保健所を通じ，県公衆衛生課計画

の母子栄養改善推進地区の指定を得，従来の昭和

町母子保健推進委員をその任に委嘱した。

なお， 48年 4月， 43年度昭和町母子保健推

進協力員会議。 7月に母子栄養改善推進委員会に

表2 昭和町母子検診実数

対象数

乳 児 検 畝珍 2 0'8 

幼 児 検 ロ琴 3 0 8 

3 オ児検診 1 2 6 

母 親 検 診 511 

妊 婦 検 診 104 

表3 マザーズクラス実施状況

実施月日 請 座 内
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あたり，これまでの母子保健推進協力員に母子栄

養改善推進委任状伝達っ 44月 3月，母子保健検

討会が昭和町の王催で行たわれ，昭和町町長，衛

生担当者，母子栄養改善推進委員，五城目保健所

長，予防係長，保健婦，当衛生科学研究所長，総

務課長等関係者全員出席のもとに相互の理解を深

め得た。

受診実数 率 延受診数

190 9L3</, 5 6 4 

118 889 238 

1 1 9 9 4.4 11 9 

381 7 4.6 750 

39 3'l 5 39 

容 I謂 師 対象人員 受謂人員
春

・映画（生れる前から育児は始まる） 医 師
43. 6. 7 •生活指導

・分娩の準備

季
43. 6.14 

・保健指導
．妊娠中の栄養

請 43. 6.21 
．妊娠の生理
・妊娠中の起りやすい異常について

座 ・健康相談
4 3. 6. 27 

•新生児の扱い方

秋 43.l L 8 ・健塁相談
．妊中の心得

季
4aI 1.29 

・妊娠中の栄養
•新生児の扱い方

講
．妊娠中の疾病と；防

座 43.12.13 ・出産の準備と心
．妊産婦の栄養（試食）

B くる病実態調査

本県くる病の実態を調査し，合せて安全かつ的

確な治療ならびに予坊の方法を得たい目的で 41 

年， 42年度は県立中央病浣小児科，五城目，大

曲，鷹巣の各保健所の協力で，一般検診の外に腕

関節レントゲン撮影，さらに血液生化学的検査（

アルカリフオスフアターゼ， P,Ca量測定）に

より早期発見たらびにその変動の状況を調査した。

5 4 ， 
助産婦

栄養士
6 2 7 

保健婦
--

医 師 6 2 5 

医 師
保健婦 5 8 1 9 
栄養士

医 師 3 8 1 6 

栄： 士
保婦 3 8 1 9 

医 師
助産婦 3 8 1 8 
栄養士

4 3年度は．さらに 12保健所の協力参加を得．

1 8市町村において県内くる病の実態，殊に季節

変動の状況を目的として行なったが，各市町村の

足たみがそろわず初期の目的を達することが出来

なかつた。 44年度も継続の予定である。（これ

までの調査結果の一部は後記調査研死た記載）。
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表4 昭和 42、43年度 くる病検診実施状況

保健所 市町村 検診数
有 所 検 者

＋ ＋ 

大 館 田代町 67 2 3 

鷹 巣 ほし一 96 6 3 

森吉町 5 9 

゜
3 

男 鹿 男鹿市 1 1 0 3 4 

五城目町 418 13 31 

昭和町 1 98 1 0 5 

五城目 八郎潟町 171 1 1 6 

飯田川町 107 3 3 

井川村 1 6 9 3 7 

秋 田 秋田市 201 2 8 

本 荘
東由利村 46 2 4 

西目村 67 1 5 

矢 鳥 鳥海村 88 1 2 

角館 西木村 98 2 

゜大 曲
神岡町 293 1n 1 6 

太田村 R9 2 2 

横 手 山内村 73 1 4 

湯 沢 東成瀬村 62 

゜
3 

計 2.3 82 
72 109 

(3.0<1,) (4.6<1,) 

i
 

’
 
i
 ●
 

l
 

（注） 合川町・五城目町・昭和町・八郎潟町・飯田）1町・
井川村・神岡町は42, 4 3年度分

c
 

不幸な子供をうまない施策に関する調査

(11 妊娠中毒症の出生児への影響

不幸な子供をうまない運動の1つとして，妊娠

中毒症の問題が大きくとりあげられ妊産婦への健

康相談，衛生教育等が行たわれているが，一方，

県内の妊娠中毒症罹患者からの出生児のその後の

生育状況を知りたい目的で，県立中央院院産婦人

表5

科の協力の下に 32 0 0名（詔和39, 4 O, 

4 1年）の入院カードによ飢妊娠中毒症の母親を

選定した。これが正常妊娠との間にどのような差

が認められるかを44年度事業としてその子供（

3才， 4才， 5オ）の実態調査を計画している。

正常妊娠，妊娠中毒症該当者数

（中央病院産婦人科 3200名の入院分娩カルテより）昭39,40, 41 

正 常 妊 娠 妊 娠 中 毒 症
保健所 昭 3 9 昭 4 0 昭 4 1 計 昭 3 9 昭 4 0 昭 4 1 計

秋田 162 239 206 696 227 1 9 5 1 9 9 621 
本荘 1 4 5 4 6 4 14 
五城目 3 4 ， 1 6 1 0 11 ， 30 
男鹿 7 1 0 : 6 23 6 6 ! 7 I 9 

'
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横手 1 3 

大曲 3 4 2 

湯沢 1 
角館 1 1 

能代 1 1 

麿巣 1 

大館 1 

花輪 2 

計 172 267 222 

12) 血液型と流早死産の関係

血液型不滴合の問題は，現在明確にされたいま

ま社会不安を招いているので，その真実性を解明

するものである。

この調査は，一次調査，二次調査となつている。

一次調査は， 30~5 0オまでの夫婦で，そのど

ちらかがAB型の核家族lO o o世帯を対象とし
て．その妊娠歴，血液型の調査を行なうものであ

る。
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4 1 2 3 ， 3 1 2 6 

1 1 1 

2 2 1 3 

2 1 6 2 ， 
1 1 l 1 3 

1 l 2 ？ 

2 2 2 

661 254 233 227 714 

二次調査は，母親が30~40オまでの核家族

5 0 0 0世帯を対象として，その妊娠歴，血液型

ならひK：唾液の分泌型，非分泌型の調査を行なう

ものである。 43年度はその① I)ストの作成，R

保健所，市町村の協力依頼，③協力保健所，保健

婦，助産婦の説明会等を行ない 44年度の作業開

始の準備を行たつた。表6は第一次調査の対象人

員であるが，二次調査は秋田市を中心に 50 0 0 

世帯の対象 1)ストを完了した。

表6 AB  0血液型調査市町村及び対象世帯数（第 1次調査）

（血液センクー昭和 39年 9月ー 43年 9月までの資料より）

保健所 市 町 村 世 帯 数 保健所 市 町 村 世 帯 数

大 館 市 76 
秋

河 辺 町 30 

大 館 比 内 町 39 
田
雄 禾］ 村 32 

田 代 町 23 本 荘 市 37 

鷹 巣 町 29 西 目 村 38 

鷹
森 吉 町 42 

本
仁 賀保町 42 

巣 阿 仁 町 26 荘
金 浦 町 1 5 

上小阿仁村 20 象 潟 町 11 

能 代＇ 市 4 1 右山 城 町 15 

能 代 山 本 町 18 角 姐 角 館 町 33 

八 竜 町 25 六 郷 町 100 
五城目町 2 5 

曲
神 岡 町・ 25 

昭 和 町 34 
大

仙 北 村 15 
五城目

飯田 川町 28 千 畑 村 19 

井 JI I 村 21 横 手 市 5 0 

男 鹿 市 68 横 手 増 田 町 37 
男 鹿

琴 浜 村 18 十文字町 25 

秋
秋 田 市 432 計 1516 

田
天 玉 町 27 

※（この第 1 次調査対象世帯は，父又は母がAB型の塩合であ~)
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D 精神衛生に関する研究

昭和40, 4 1年は， 3オ児健診に精神検査導 指導に重点がおかれた。 43年度は母子栄養改善

入の試みとして試験調査を行たつてきたが， 42 推進地区26市町村において行なわれ，実施後の

年より岬子衛生行政の中に3オ児健診実施頃目 整理判定を当科が担当した。

の一つとしてとり入れられたので，各保健所への

表7 3オ児健診 精神発達調査人員 昭和43年度

保健所 市 町 村 男 女 不 明 計

大 館 大 館 市 17 6 23 

巣
阿 仁 町 2 1 30 6 1 

鷹
上 9」ヽ阿仁村 38 40 78 

鹿
男 鹿 市 31 3 1 62 

男
琴 浜 村 68 5 0 108 

井 l l l 村 49 47 1 97 

大 潟 村 3 8 11 
五城目 昭 和 町 64 44 1 99 

五城目町 83 7 l 164 

八郎潟町 64 43 1 108 

秋 田 市 22 19 41 

雄 和 村 34 36 70 
秋 田

天 王 町 14 7 21 

河 辺 町 62 49 1 O 1 

本 荘 市 24 32 1 5 7 
本 荘
東由利村 42 3 1 73 

由 利 町 62 47 99 
矢 島

鳥 海 村 92 79 171 

太 田 村 53 5 1 2 106 
大 曲 仙 北 村 48 5 5 3 106 

千 畑 村 5 7 46 103 

十文字町 131 96 226 
横 手 山 内 村 40 41 81 

雄 勝 町 91 6 9 160 

沢
羽 後 町 1 58 166 313 

湯
東成瀬村 34 38 72 
皆 瀬 村 26 24 60 
角 館 町 81 86 7 1 74 

角 館
西 木 村 41 42 1 84 

計 l 510 1372 1 7 2899 

表8 3オ児検診精神発達調査 未成熟者数（男児）

市町村 1受診数 ，，， I 受診数 I~玉品： I ，，， 1受診数［；； 1 ，，， 
市

町

雌
仁
大
阿
一

17 

21 

17 

;! 1 
1
-
9
 

17 

21 
2
-
6
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鷹巣 上小阿仁村 38 
， 
1 38 1 7 38 7 

男鹿市 30 1 a l 23 31 5 
男鹿
琴浜村 5 8 2 6 8 31 68 6 

井川村 49 3 47 20 49 2 

大潟村 3 

゜
2 1 負 n 

五城目 昭和町 64 2 60 ， 61 ， 
五城目町 83 2 79 10 82 6 

八郎潟町 64 3 69 1 6 ^ 9 

゜秋田市 22 

゜
22 13 22 3 

雄和村 34 

゜
33 12 ,4 4 

秋田
天王町 14 

゜
1 A. 4 1 4 2 

河辺町 5 2 1 51 ， '̀ 4 

本荘市 24 2 24 17 2J 

゜本荘
東由利町 41 2 42 32 42 3 

由利町 52 2 6) 21 Fi 1 2 
矢島 鳥海村 84 8 9n 68 !I 1 18 

太田村 5 3 2 53 28 6 3 2 

大曲 仙北村 48 1 48 , 1 .tR 6 

千畑村 67 3 5 7 3R 5.., 6 

十文字町 131 2 I 3 I 23 1 3, ， 
横手 山内村 40 1 A. n R 4n 5 

雄勝町 g l 6 91 3 4 Q 1 4 

羽後町 167 7 1 Ii R :tn 1 I¥ワ ’’ 湯沢 東成瀬村 34 ， 3 4 a ~A ... 
皆瀬村 26 2 26 ？ ’̀ k 

角嘩町 8 1 3 81 36 81 2 
角館 西木村 41 3 41 29 4 1 2 

計 1499 68 4.5 l 48 7 649 3 6.9 149 9 146 9.7 

表9 3オ児精神発達調査未成熟者数（女児）

保健所 市町村
Part I Part2 Part3 

受診数未成熟 伶 受診数 未成熟 ％ 受診数 未成熟 佑

大 館 大館市 6 

゜
6 2 6 

゜鷹巣
阿仁町 30 

゜
30 1 0 30 5 

上小阿仁村 40 

゜
40 12 40 2 

男品
男鹿市 3 1 3 3 1 20 3 1 4 

琴浜村 50 l 60 22 60 2 

井川村 47 1 43 14 47 2 

大潟村 8 

゜
7 6 8 

゜五城目 昭和町 43 

゜
43 12 43 4 

五城目町 71 l 67 1 2 71 3 

八郎潟町 43 2 42 14 43 1 

秋田 市 1 9 

゜
1 9 12 19 1 

秋田
雄和村 36 1 34 1 3 34 4 

天王町 7 

゜
7 I 7 1 

河辺町 49 

゜
48 20 49 7 

本荘 本荘市 32 1 32 28 3 1 6 
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本荘 東由利村 3 1 2 31 21 
" 
31 3 

由利町 4・7 

゜
47 1 0 47 

゜矢島
鳥海村 78 2 79 50 79 7 

太田村 6 1 

゜
51 28 61 7 

大曲 仙北村 5 5 1 66 13 53 3 

千畑村 46 

゜
46 28 46 5 

十文字町 96 

゜
96 1 9 96 1 

横手
山内村 41 2 41 1 6 41 6 

雄勝町 6 1 1 60 14 6 1 3 

湯沢
羽後町 164 2 1 62 22 1 5 5 11 

東成瀬村 38 2 38 7 38 3 

皆瀬村 24 

゜
24 5 24 2 

角館町 86 

゜
86 38 86 3 

角誼
西木村 42 

゜
42 24 42 1 

計 1361 22 1.6 1346 4 9 3 I 3 6.6 1367 97 7.1 

表10 3オ児健診精神発達調査・要精密検診者数

保健所 市町村
男 女 計

受診数 要精検 ％ 受診数 要精検 ，，， 受診数 要精検 ％ 

大館 大館市 17 6 23 

鷹巣
阿仁町 21 30 6 1 
七小阿仁村 38 40 ?8 

男鹿
男座市 3 I 3 1 62 

琴浜村 6 8 60 1 08 

井川村 49 47 96 

大潟村 3 8 l l 

五城目 詔和町 54 44 98 

五城目町 83 71 1 54 

八郎潟町 64 43 1 07 
秋田市 22 1 9 l 41 l 
雄和村 34 36 1 70 1 

秋田
天王町 14 7 21 

河辺町 52 1 49 1 1 o l 2 
本荘市 24 32 1 56 

＇ 本荘
東由利町 42 3 1 1 73 1 

矢島
由禾ll 町 52 2 47 99 2 

鳥海村 92 79 1 71 
太田村 63 1 61 104 1 

大曲 仙北村 48 66 1 03 
千畑村 67 46 103 
十文字町 13 1 1 96 226 1 

横手
山内村 40 4 1 81 
雄 勝町 9 1 69 160 
羽径町 1 6 8 1 155 318 1 

湯沢
東成瀬村 34 38 72 
皆瀬村 2 6 1 I I 24 '6'0 1 

角雌町 8 1 I 86 1 1 6 9 1 
角館
西木村 41 42 83 
計 1510 7 : 0.5 13 72 I 6 ; 0.4,2882 1 3 i 0.6 



E 他機関との協力事業

(11 児童相談所巡回診療

阿仁町，藤里町，実施人員 35 0名

i2l 国立愛育研究所協同調査

「祖父母と同居している 3オ児の発達調査」

県内3オ児の祖父母と同居者 18 0 0名にアン

ケートを送りその心理的発育の状況を調査するも

のである。

F 衛生教育に関すること

本県母子衛生向上の目的で，保健所，市町村，

各種団体，報道関係等に資科の提供，謂演会，講

習会，相談等を行たった。

11 l 象潟町農協婦人会

「農村婦人の健康」

l2) 神岡町公民館

「3オ児の精神発達について」

:3) 五城目保健所菅内公衆衛生大会

ベネルデスカッシヨン「農村婦人の健康」

;4) 天王町第3回健康生活推進大会

「子供の発育と栄養」

(5l 五城目保健所菅内保健婦，助産婦定例会

「不幸た子供をうまたい運動」

(6) 花輪保健所菅内保健婦，助産婦定例会

「不幸な子供をうまない運動」

(7) 詔和町母子衛生推進委員会

「母子衛生管理について」

(8) N HKテレピ

「夏の健康について」

(9) さきがけ座談会

「吹つとばせ県民病」

叫児童相談所，福祉事務所研修会

「不幸な子供をうまない運動」

UU北海道，東北プロック母子保健事業研修会

パネルデスカッシヨン「母子保健の地域活

動を促進するにはどうあればよいか」

(12) 全県保母研修会

「子供の発育，母子衛生」

(13) 秋田県福祉大会，専門委員会

「在宅児童の健康教育」
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値未認可保育所保母研修会

「子供の発育について」

US 第1回言語障害児健康教育推進協議会研修

会

「不幸た子供を．うまない運動」

(16) 秋田市婦人問題研修会

「農村婦人の健康について」

07) 矢島小学校PTA総合両親学級

「子供の発育について」

U8J 秋田保育園父兄会

「子供の健康について」

u9) 社会教育課保母研修会
「乳児の健康」

rio) 社会教育課保母研修会

「3オ児（幼児）の健康」

121) 秋田県婦人問題研究会

アドバイサー「都市の婦人の健康」

(22) AB  A県庁だより

「不幸た子供をうまたい運動について」

G 学会，．研究会

lll 第 17回東北公衆衛生学会（於秋田市）

「乳幼児の発育の推移」

渇）第 6回秋田県小児保健会総会

「3オ児精神発達について」＇

「昭和町における産後検診の実態」

「市町村別母子衛生事業状況」

(3) 弟 10回保健所職買業務研究会

「3オ児健診に必けるアンケート結果につ

いて」

「乳幼児の発育の推移」

H その他

当母子衛生科業務と極めて密接な関係のある組

識役員として，•その運営，計画に参加協力を行な

ったっ

(l) 秋田県不幸な子供をうまたい運動推進協議

会 (2回）

i2l 秋田県言語障害児健康教育推進協議会 (4

回）

{3) 秋田県小児保健会(4回）

I 
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{4l 秋田県医師会地城保健委員会 (2回）

(F) 成人病科の業務実績

昭和43年度における成人病科の事業は前年度

からの継続事業であった。

成バ百科rよ医師た＜科長欠，科員 2名だけであ

るので，所長が業務を代行している。

成人病科の業務は成人病，すなわち高血圧症，

脳卒中，動脈硬化症，老年期心疾患，がん，糖尿

病，その他たついて調査し，研究することである

が，現在は専ら高血胆毎，脳卒中の疫学的調査た

けである。疫学調査といっても今回は高血圧症の

検診に絞られた訳であるが，しかしこの事業は普

通の検診とちがつて集団（村または部落）毎たた

ける分布と環境，生活様式などを調査することに

あったっ従って検診には受診率が 10 O，，，である

ことを目標としなければならない。その次に重要

なことは同時期に対象者全品に当らなければなら

たいことである。夏期．冬期に構わたかったり．

同一集団の調査に数年をかけたりしては評価に困

るからである。それ故に対象集団を選定する場合

にも，また集検実施た当つて検査実施者の能力と

能率を考えて行たうぺきであるが，後者の場合に

は員数に限りがあることを思うぺきである。

次に循環器集団検診時における人員と配置を書

き留めておきたいと思うっ

A 対象人員 1 2 O~1 6 0名 (1日）

B 検診場所の設営

学校，公民品，役場会議室，民家，

その他

（室温は血圧値，心電図に影孵ないよう

にする）

c 検診時の人員および配置

L 受付 2名，事務員で可，しかしなる

ペく役場の職員を 1名加える。

2. 問診 3~  5名，保健婦，助産婦，但

し1名は瞳孔散大剤の点眼を行

ぅ。

a 計測（身長，体重，座高） 1.....2名

（以上伊藤玲子科長記）

事務員その他

4 血圧測定 2名（保健婦または医師）

6. 検尿（塘，蛋白その他） 2名（技師

1，助手 1)

6. 採血（血液比重，コ Vステロール，脂

質その他） 2~3名（保健婦

助産婦，技師）

'Z 心電図 (3台） 5~6名（技師3

助産婦 2，医師1)

＆ 眼底カメヲ (2台） 4名（技師2'

助手2，医師 0-1) 

9. 総合判定 3名（医師 3)

注検診班には班長がおり，連絡調整にあたり

医師は指導にあたらなければならないし，

また被検者に対しても医師たる立場を失っ

てはならたいっ

以上を総合すると，

医師

技師

3~ 5名

6~8名

保健婦，助産婦 7~9名

助手 3名

事務員 4~5名

となり， 1班を組織するためには 24~3 0名

の人員が必要であるということになる。

しかし必要な人員を得られないときには各係の調

整相互補助を行わざるを得たい。因みに現在は26

名程度で行っている。

昭和 43年度行った集検は県内2ケ所で，その

他特に本荘市石択地区では脳卒中死亡並びに後遺

症者について調査を行つたが，詳細は研究篇に録

し九

山本荘市石沢地区における検診実績

巣検区域 本荘市石沢地区は 18の部落から

構成されているが， 42年度はそ

の半分， 43年度は残りの半分で

あった。

．
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集検実施日時

昭和43年 8月16日から同月 21日まで。

対象人員その他は表1のとおりである。

i2) 南秋田都井川村における検診実績

（今回までの未検者および脳卒中飴遺症者を

対象としたもの）

集検区域 井川村全部

巣検実施日時

昭和43年 Io月3l日から 1l月6

日まで。

対象人員表2に示した。 5 1 9名

表1 昭和 43年度石沢地区検診実績

日時 ＇対：：：］口；＝」」計
上野公民誼 I上野，その他 39丁―411 80 
雪車町公民姐

館公民館

場 所

8月 1 6日

1 6 

1 7 

1 9 

2 0 
一計

”
I
I
 

雪車町，その他

滝の沢，

一本木，その他

雌 ，その他

その他

27 

33 

43 

64 

1 9 6 

9

1

 

6

4

 50 

27 

9
9
9
9↓

,
r
h
,
"

t

d
1
`
9
9

i
·
J
1
‘
,i
i

l
d
'
’
-
,
1

・
i
"
9
9
,
•
9
,
1

―
-
―
―
―
―
•

228 

96 

74 

93 

8 1 

424 ］ 
91 

I I 

表2 昭和4 3年度井川村検診実績

I 

•I 
：！ 

日 時 場 所 対象部落
被 検

計
男 女

1 0月31日 東小学校 大 台，その他 53 37 90 

1 1月 1 ” 赤 沢，その他 53 36 88 

2 西小学校 街 道，その他 60 66 126 
4 ,, 小竹花，その他 42 36 77 
5 今戸公民幽 今戸東，その他 37 47 84 
6 
” 今戸南，その他 32 2 3 5 5 

計 277 242 5 1 9 

(31 集団検診に伴う検査項目並びに検査件数

L問診 2身長，体重計測 3.血圧測定

4.全血比重 6.心電図撮影 6.眼底の撮影

（カラーフィルム） 7．検尿（蛍白，糖，

その他）．各 94 3件

i4) 集検に伴う実験室内検査

血清コ VステロールL
 

9 4 3件

2

a

 

血清蛋白量測定

電気泳動法による血清蛍白分画測定

8 1 8件

10.248件合 計

虹

9 4 3件

船木技師

今野技師
｝記
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